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制作監修：富山大学芸術文化学部教授　    林　　　曉
制作者　：祭屋台等製作修理技術者会　　内島　正雄　　木津　繁治
制作助手：富山大学　専攻科１年 　　　　浅見　　惟　　斎藤　翔太 
　　　　　　　　　　芸術文化学部 2年　新谷　仁美　    竹内　耕祐
記録補佐：富山大学　専攻科１年  　　    　植埜　貴子
期間　　：開始　平成 19 年   8 月   4 日　　



















8 9 10 11
7 9 12
10
13
　上塗りは、制作者の内島氏が担当して行った。裏側の目弾き
部分と複雑な作業を要する部分は両氏が協力して行った。
 「塗り立て」で仕上げるため、上塗りの仕上がりがそのまま車
輪の表面になるので、なるべく塵の無い塗面に仕上げる必要が
ある。部屋を密閉し、埃の立たないナイロン製の衣服を着て作
業をする。塗りあげた塗面に塵が落ちている場合は、鳥の羽根
の軸を鋭く切った先で塵をすくい上げて取り除く。他の面に漆
が付いてしまった部分は、水牛の角箆で残さず取り除く。
　　下地付け・砥ぎ　
　多くの下地法の中で、蒔き地法は硬度や対摩
耗性が高くもっとも信頼できるものであると考
え、手間がかかるものではあるがこの仕事に採
用することにした。
　裏側に中塗りしている様子隅に漆が溜まらな
い事や厚みに注意して、３. ４種類の漆刷毛を使
い分けながら塗る。
上
塗
り
12 13
摺
り
漆
　先祖が守り育んできた文化を継承し
後世に伝えていく事の大切さを、御車
山にかかわる全て人々が、大きな誇り
と地域の絆を肌で感じ再確認できるこ
とによって知ることができる。若い学
生たちが作業の助手を務め、完成まで
のプロセスを体験できたことも次の時
代につなぐための重要な成果だった。
　これから錺金具の修理が施され、新
装なった二番町の曳山として披露され
る日が楽しみである。この
事業の監修をさせていただ
いたことを高岡市民として
誇らしく思うと同時に、お
力添えをいただいた方々に
この場をお借りしてお礼申
し上げたい。
